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「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝１
」
に
お
い
て
、「
田
上
耕
作
」
は
「
孤
独
」
で
あ

る
。「
轗
軻
不
遇
の
生
涯２
」、「
被
疎
外
者３
」、「
世
間
か
ら
疎
外
さ
れ
、
孤
独

と
憂
悶
を
抱
え
た
耕
作４
」、「
世
間
か
ら
白
眼
視
さ
れ
な
が
ら
ひ
た
す
ら
鷗
外

の
事
蹟
を
追
う
主
人
公５
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
従
来
の
論
に
お

い
て
も
様
々
な
言
葉
で
語
ら
れ
て
き
た
。

　

た
だ
、「
孤
独
」
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、「
田
上
耕
作
」
の
生
涯
が
、
鷗

外
研
究
の
状
況
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
が
ら
え
が
か
れ
て
い
る
こ
と
が
見
過
ご

さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
実
在
し
た
田
上
耕
作
と
い
う
人
物
を
モ
デ
ル

に
し
た
こ
の
小
説
に
は
、「
田
上
耕
作
」
が
森
鷗
外
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
々

か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
と
し
た
研
究
を
深
め
て
い
く
様
子
が
え
が
か
れ
て

い
る
。
そ
の
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
岩
波
書
店
版
第
一
次
『
鷗

外
全
集
』
だ
っ
た
。
こ
の
全
集
の
刊
行
を
契
機
に
起
き
た
「
鷗
外
ブ
ー
ム６
」

と
時
を
同
じ
く
し
て
「
田
上
耕
作
」
の
研
究
は
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
『
鷗
外
全
集
』
に
着
目
す
る
。
参
照
す
る
の
は
岩
波
書
店
版
第
一
次

『
鷗
外
全
集
』
の
み
で
は
な
い
。こ
の
小
説
の
冒
頭
に
は
、戦
後
に
発
見
さ
れ
、

岩
波
書
店
版
第
二
次
『
鷗
外
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
全
貌
が
初

め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
「
小
倉
日
記
」
の
引
用
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
の
小
説
が
『
鷗
外
全
集
』
と
い
う
背
景
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
端
的
に
示
し
て
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
鷗
外
全
集
』
と
の
関

わ
り
は
そ
れ
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
『
鷗
外
全
集
』
の
系
譜
と
の
繋
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
を
新
た
な
視
角
か
ら
照
ら
し
だ
し

た
い
。

　
『
鷗
外
全
集
』
は
、「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
が
発
表
さ
れ
た
時
点
で
四

種
類
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
鷗
外
全
集
刊
行
会
正
規
版
『
鷗
外
全
集
』
全
一
八

巻
（
一
九
二
三
年
一
月
～
一
九
二
七
年
一
〇
月
、
月
報
な
し
）、
鷗
外
全
集
刊
行
会

普
及
版
『
鷗
外
全
集
』
全
一
七
巻
（
一
九
二
九
年
六
月
～
一
九
三
一
年
一
一
月
、

月
報
『
鷗
外
全
集
月
報
』）、
岩
波
書
店
版
第
一
次
『
鷗
外
全
集
』
著
作
篇
二
二

巻
・
翻
訳
篇
一
三
巻
（
一
九
三
六
年
六
月
～
一
九
三
九
年
一
〇
月
、
月
報
『
鷗
外
研

究
』）、
岩
波
書
店
版
第
二
次
『
鷗
外
全
集
』
著
作
篇
三
三
巻
・
翻
訳
篇
一
八

巻
（
一
九
五
一
年
六
月
～
一
九
五
六
年
二
月
、
月
報
『
鷗
外
全
集
月
報
』）
の
四
種

　

松
本
清
張
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
と
『
鷗
外
全
集
』

─
─ 「
無
名
」
の
読
者
と
し
て
の
田
上
耕
作 

─
─

吉
　
野
　
泰
　
平
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類
で
あ
る
。
煩
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
『
鷗
外
全
集
』
を
そ

れ
ぞ
れ
刊
行
会
正
規
版
全
集
、
刊
行
会
普
及
版
全
集
、
岩
波
版
第
一
次
全
集
、

岩
波
版
第
二
次
全
集
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

一
　
松
本
清
張
と
岩
波
版
第
二
次
全
集

　

晩
年
、
松
本
清
張
は
「
私
は
バ
ッ
グ
の
中
に
『
鷗
外
全
集
』（
岩
波
書
店
。

昭
和
二
十
六
～
三
十
一
年
版
）
を
三
冊
ほ
ど
入
れ
て
き
て
い
る７
」
と
書
い
て
い

る
。
見
逃
せ
な
い
の
は
、
意
識
的
に
付
さ
れ
た
「
岩
波
書
店
。
昭
和
二
十
六

～
三
十
一
年
版
」
と
い
う
部
分
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
岩
波
書
店
版
第
三

次
『
鷗
外
全
集
』
の
刊
行
後
も
、
岩
波
版
第
二
次
全
集
を
愛
用
し
て
い
た
松

本
清
張
に
と
っ
て
、『
鷗
外
全
集
』
は
版
ご
と
に
異
な
る
意
味
を
も
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
は
岩
波
版
第
二
次
全
集
の
刊
行
中
に
発
表
さ

れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
全
集
に
「
小
倉
日
記
」
が
収
録
さ
れ
た
と
い
う
意
味
に

お
い
て
も
重
要
だ
。「「
小
倉
日
記
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
な
が
ら
、
長
い
間
紛

失
し
た
ま
ま
の
と
こ
ろ
、
戦
後
に
な
っ
て
疎
開
先
か
ら
持
ち
帰
っ
た
遺
族
の

荷
物
の
な
か
か
ら
偶
然
に
発
見
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
一
月
当
時
刊
行
中
の

「
鷗
外
全
集
」（
岩
波
版
）
の
第
三
十
巻
に
収
め
ら
れ
初
め
て
こ
の
日
記
が
世

に
出
た
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
松

本
清
張
の
第
二
十
八
回
芥
川
賞
受
賞
作
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」（『
三
田

文
学
』
一
九
五
二
〈
昭
27
〉
年
九
月
）
が
書
か
れ
た
わ
け
で
も
あ
る８
」。

　

た
だ
、
岩
波
版
第
二
次
全
集
の
「
月
報
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。
一
九
五
二
年
一
一
月
の
月
報
に
は
、

岩
下
俊
作
が
「
田
上
君
が
不
自
由
な
身
体
で
調
査
し
研
究
し
た
の
は
小
倉
時

代
の
鷗
外
先
生
の
こ
と
で
あ
つ
た
（
中
略
）
こ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
友
人

松
木マ
マ

清
張
君
が
小
説
を
書
き
「
三
田
文
学
」
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

ゐ
る９
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
掲
載
が
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」

の
発
表
後
に
な
っ
た
と
は
い
え
、『
鷗
外
全
集
』
の
月
報
と
い
う
場
で
「
或

る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
と
い
う
小
説
の
存
在
が
周
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

岩
下
俊
作
は
、「
江
南
町
の
岩
下
宅
に
行
き
、
自
分
は
ノ
ー
ト
に
書
い
た

小
説
の
下
書
き
を
朗
読
し
て
聞
か
せ
、
彼
の
感
想
を
求
め
る
こ
と
一
再
で
な

か
っ
た
。（
中
略
）
あ
る
晩
、
ノ
ー
ト
に
書
い
た
「
或
る
『
小
倉
日
記
』
伝
」

を
朗
読
し
た
と
こ
ろ
、「
文
学
的
な
作
品
に
し
よ
う
と
し
て
最
も
悪
い
と
こ

ろ
が
出
て
い
る
」
と
の
岩
下
評
が
印
象
に
残
るＡ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
小

説
の
成
立
過
程
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
だ
っ
た
。
そ
の
岩
下
俊
作
が
、
月
報

に
文
章
を
載
せ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
先
生
の
小
倉
日
記
が
発
見
さ
れ

た
今
日
、
田
上
君
の
研
究
と
小
倉
日
記
と
を
対
照
し
た
ら
随
分
面
白
い
も
の

に
な
る
だ
ら
うＢ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
岩
波
版
第
二
次
全
集
と
「
或
る

「
小
倉
日
記
」
伝
」
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
月
報
二
五
号
に
は
、
松
本
清
張
が
鷗
外
と
面
識
の
あ
っ
た
人
々

に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
成
果
を
、「
私
註
「
小
倉
日
記
」
抄
」
と
題
し

て
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
「
日
記
の
中
に
三
樹
亭
の
名
は
し
ば
〳
〵

出
て
く
る
。
三
樹
亭
は
当
時
の
所
謂
西
洋
料
亭
で
あ
る
。
先
生
（
引
用
者
注

─
鷗
外
）
は
よ
く
こ
ゝ
に
出
か
け
た
。
そ
こ
に
美
人
姉
妹
娘
が
ゐ
た
。（
中
略
）

先
生
は
こ
の
娘
が
気
に
入
つ
て
ゐ
て
、
よ
く
三
樹
亭
の
卓
に
よ
ん
で
は
話
し

て
ゐ
た
が
、
こ
の
時
も
一
人
だ
け
と
い
ふ
こ
と
は
な
く
、
必
ず
妹
も
一
緒
に

呼
ん
だ
、
と
は
当
時
先
生
と
親
し
か
つ
た
麻
生
作
男
翁
の
話
で
あ
るＣ
」
と
調

査
の
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
挙
げ
た
箇
所
は
、「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
中
の
「
耕
作
は
柳

河
か
ら
帰
る
と
、
麻
生
の
話
を
整
理
し
た
。
／
直
接
鷗
外
に
接
触
し
て
い
た

だ
け
に
麻
生
作
男
の
話
は
期
待
以
上
の
も
の
が
あ
つ
た
。（
中
略
）
三
樹
亭

と
い
う
料
亭
が
あ
つ
て
、
こ
ゝ
の
娘
が
先
生
は
気
に
入
つ
て
よ
く
出
か
け
て

い
た
が
、
決
し
て
一
人
だ
け
を
呼
ぶ
と
い
う
事
は
な
い
、
い
つ
も
そ
の
妹
娘

と
二
人
を
よ
ん
で
い
ま
し
た
」
と
い
う
記
述
と
対
応
し
て
い
る
。
松
本
清
張

自
身
の
調
査
が
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
こ
の
小
説
と
『
鷗
外
全
集
』
と
の
深
い
関
わ
り
が
う
か
が
え
る
。

　
「
私
註
「
小
倉
日
記
」
抄
」
に
は
、
こ
の
「
姉
妹
」
の
他
に
も
、「
も
と
の

家
主
の
宇
佐
美
さ
ん
一
家
は
、
今
も
隣
家
に
住
ん
で
ゐ
る
。
現
在
の
老
婦
人

は
、
幼
児
の
頃
、
先
生
に
菓
子
な
ど
貰
つ
て
、
可
愛
が
ら
れ
た
」、「
月
報
18

に
岡
崎
義
惠
氏
の
「
十
人
の
婢
」
と
い
ふ
興
味
深
い
一
文
が
あ
つ
た
。
／
元

と
い
ふ
婢
は
先
生
に
ま
め
〳
〵
し
く
仕
へ
、
先
生
の
心
に
叶
つ
た
よ
う
で
あ

るＤ
」
と
、「
宇
佐
美
さ
ん
一
家
」
や
「
元
」
と
い
っ
た
鷗
外
の
周
辺
に
い
た
「
無

名
」
の
人
々
へ
の
関
心
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し
て
、「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」

で
え
が
か
れ
る
「
田
上
耕
作
」
も
ま
た
、「
無
名
」
の
鷗
外
研
究
家
で
あ
っ
た
。

二
　「
田
上
耕
作
」
と
岩
波
版
第
一
次
全
集

　

岩
波
版
第
二
次
全
集
の
刊
行
中
に
発
表
さ
れ
た
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」

だ
が
、
小
説
中
に
登
場
す
る
の
は
主
に
岩
波
版
第
一
次
全
集
で
あ
る
。「
そ

の
頃
、
岩
波
版
の
「
鷗
外
全
集
」
が
出
版
さ
れ
た
。
昭
和
十
三
年
頃
で
あ
る
」

と
い
う
記
述
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
全
集
に

関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

「
鷗
外
全
集
」
第
二
十
四
巻
後
記
は
、
鷗
外
の
小
倉
時
代
の
日
記
の
散

逸
し
た
次
第
を
載
せ
て
い
る
。

　

鷗
外
は
明
治
三
十
二
年
六
月
、
九
州
小
倉
に
赴
任
し
た
。
以
来
三
十

五
年
三
月
東
京
に
帰
る
ま
で
満
三
ヶ
年
を
こ
の
地
で
送
つ
た
。
こ
の
時

代
に
つ
け
て
い
た
日
記
は
人
に
頼
ん
で
清
書
し
保
存
し
て
い
た
が
、
全

集
を
出
す
と
き
に
捜
し
て
み
て
も
所
在
が
知
れ
な
か
つ
た
。
日
記
が
あ

つ
た
こ
と
は
、
観
潮
楼
の
書
庫
の
一
隅
に
あ
る
本
箱
の
中
で
み
た
と
近

親
者
は
い
つ
て
い
る
。
誰
か
ゞ
持
出
し
た
ま
ゝ
行
方
が
分
ら
な
く
な
つ

た
と
い
う
。（
中
略
）

　

耕
作
の
心
を
動
か
し
た
の
は
こ
の
事
実
を
知
つ
て
か
ら
だ
。
幼
時
の

伝
便
の
鈴
の
思
出
を
図
ら
ず
も
鷗
外
の
文
章
で
甦
つ
て
以
来
、
鷗
外
を

読
み
、こ
れ
に
傾
倒
し
た
。
い
ま
、「
小
倉
日
記
」の
散
失
を
知
る
と
、未

見
の
こ
の
日
記
に
、自
分
と
同
じ
血
が
通
う
よ
う
な
憧
憬
さ
え
感
じ
た
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
後
記
」
と
は
、
正
確
に
は
『
鷗
外
全
集　

著
作

篇　

第
二
十
巻
』
の
森
於
菟
「
後
記
」
で
あ
る
。「「
小
倉
日
記
」
は
私
も
見

た
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
郷
区
千
駄
木
町
の
観
潮
楼
の
一
隅
に
あ
つ
た
古

い
土
蔵
の
中
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
そ
の
本
箱
の
一
隅
に
、
半
紙
に
細
い
毛

筆
で
叮
嚀
に
認
め
た
父
の
日
記
が
数
冊
あ
る
の
を
私
は
見
出
し
た
。（
中
略
）

こ
の
日
記
は
後
に
小
倉
時
代
か
ら
父
と
親
し
く
交
は
つ
た
某
氏
が
借
り
出
し

て
そ
の
ま
ま
に
な
つ
たＥ
」
と
あ
る
の
が
参
照
さ
れ
た
箇
所
だ
ろ
う
。

　

重
要
な
の
は
、「
耕
作
の
心
を
動
か
し
」、
調
査
へ
向
か
う
契
機
と
な
っ
た

の
が
、
鷗
外
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
全
集
の
「
本
文
」
で
は
な
く
、
全
集
の
「
後

記
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
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「
個
人
全
集
」
を
構
成
す
る
文
章
の
な
か
で
、
例
外
的
に
そ
の
全
集
を
「
統

括
す
る
主
体
と
し
て
の
個
人
な
い
し
「
作
家Ｆ
」」
以
外
の
署
名
が
付
さ
れ
る

の
が
「
後
記
」
と
「
月
報
」
の
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
本
文
」
を
補

完
す
る
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、「
本
文
」
と
は
異
質
な
存
在
で
も
あ
る
の

だ
。
次
の
引
用
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
に
お

い
て
「
田
上
耕
作
」
が
行
っ
て
い
る
の
は
、「
個
人
全
集
」
に
お
け
る
「
本
文
」

以
外
の
部
分
を
読
む
と
い
う
行
為
な
の
で
あ
る
。

「
鷗
外
全
集
」
を
み
る
と
、
鷗
外
が
小
倉
時
代
に
書
い
て
地
元
紙
に
発

表
し
た
の
は
次
の
通
り
だ
。

「
我
を
し
て
九
州
の
富
人
た
ら
し
め
ば
」

─
─
明
治
三
十
二
年　

福
岡
日
々
新
聞

「
鷗
外
漁
史
と
は
誰
ぞ
」

─
─
明
治
三
十
三
年　

福
岡
日
々
新
聞

「
小
倉
安
国
寺
の
記
」

─
─
明
治
三
十
四
年　

門
司
新
報

「
和
気
清
麻
呂
と
足
立
山
と
」「
再
び
和
気
清
麻
呂
と
足
立
山
と
」

─
─
明
治
三
十
五
年　

門
司
新
報

耕
作
が
考
え
た
の
は
、
鷗
外
の
原
稿
は
当
時
新
聞
社
の
小
倉
支
局
が
連

絡
に
当
つ
た
か
も
知
れ
な
い
こ
と
だ
つ
た
。

「「
鷗
外
全
集
」
を
み
る
と
」
と
い
う
前
置
き
と
と
も
に
提
示
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
参
照
さ
れ
て
い
る
の
も
鷗
外
自
身
の
文
章
で
は
な
く
、『
鷗
外

全
集　

著
作
篇　

第
十
八
巻
』
に
付
さ
れ
た
斎
藤
茂
吉
の
「
後
記Ｇ
」
に
記
さ

れ
た
情
報
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
為
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
集
の
本
文
か
ら
鷗
外
像
へ
迫
る
こ
と
で

は
な
く
、
全
集
の
「
後
記
」
か
ら
「
連
絡
に
当
つ
た
か
も
知
れ
な
い
」、
過

去
の
「
新
聞
社
の
小
倉
支
局
」
の
存
在
を
感
知
す
る
こ
と
で
あ
る
。
岩
波
版

第
一
次
全
集
の
「
後
記
」
と
い
う
本
文
以
外
の
部
分
か
ら
始
め
ら
れ
る
調
査

が
、「
無
名
」
の
人
々
の
姿
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

は
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
小
説
中
の
「
田
上
耕
作
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
実
在
の
田

上
耕
作
と
い
う
人
物
こ
そ
、『
鷗
外
全
集
』
の
成
立
に
関
わ
っ
た
「
無
名
」

の
人
々
の
一
人
だ
か
ら
で
あ
る
。

三
　
田
上
耕
作
と
刊
行
会
普
及
版
全
集

　

最
初
の
『
鷗
外
全
集
』
で
あ
る
刊
行
会
正
規
版
全
集
は
、
鷗
外
が
亡
く

な
っ
た
翌
年
か
ら
刊
行
さ
れ
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
資
料
の
焼
失
な
ど
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
完
結
し
たＨ
。
こ
の
全
集
の
編
纂
委
員
は
鷗
外
と
生
前
交
流

の
あ
っ
た
人
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
全
集
の
成
立
に
関
わ
っ
た
の

は
、
与
謝
野
寛
を
中
心
と
す
る
編
纂
委
員
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
る
人
々

だ
け
で
は
な
い
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、『
鷗
外
全
集
』
は
「
読
者
」
と

の
交
渉
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
っ
た
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

刊
行
会
普
及
版
全
集
の
完
結
を
前
に
し
て
書
か
れ
た
森
潤
三
郎
「
読
者
諸

賢
に
」
は
、
刊
行
会
版
全
集
の
編
纂
過
程
を
振
り
返
る
。
ま
ず
「
何
分
深
刻

な
る
不
況
時
代
に
遭
遇
し
た
為
め
に
、
為
事
が
思
ふ
様
に
進
捗
せ
ず
、
非
常

に
期
限
が
延
び
た
の
は
誠
に
申
訣
の
無
い
事
で
、
厚
く
御
詫
び
を
申
上
げ

るＩ
」
と
い
う
「
御
詫
び
」
か
ら
は
、
国
民
図
書
株
式
会
社
、
春
陽
堂
、
新
潮
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社
の
三
社
が
合
同
し
て
い
た
鷗
外
全
集
刊
行
会
か
ら
一
九
三
〇
年
六
月
に
国

民
図
書
が
脱
退
す
るＪ
と
い
っ
た
不
安
定
な
刊
行
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
、「
読
者
諸
賢
の
好
意
並
に
わ
た
く
し
が
編
纂
の
相
談
相
手
に
な

つ
て
頂
い
た
与
謝
野
寛
先
生
、
船
越
政
一
郎
氏
、
岩
田
準
一
氏
の
努
力
に
依

つ
て
、
現
在
手
元
に
集
ま
つ
た
も
の
が
、
普
及
版
で
概
算
千
三
四
百
頁
に
達

す
る
有
様
で
、
第
十
七
巻
に
は
史
伝
篇
と
人
文
篇
と
だ
け
よ
り
は
収
め
兼
ね

る
次
第
で
あ
るＫ
」
と
あ
る
。
刊
行
会
版
全
集
は
刊
行
と
資
料
の
収
集
が
並
行

し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
結
局
集
め
た
全
て
の
資
料
を
全
集
へ
収
め
る
こ
と

が
出
来
ず
に
完
結
し
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
「
読
者
諸
賢
の
好
意
」
に

よ
っ
て
資
料
の
収
集
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

刊
行
会
普
及
版
全
集
の
月
報
第
一
号
に
は
、「
先
生
の
書
か
れ
た
序
文
、

跋
文
、
漢
詩
、
和
歌
、
碑
文
の
如
き
は
、
如
何
程
あ
る
か
見
当
が
附
か
ぬ
。

読
者
諸
君
で
右
の
も
の
を
心
付
か
れ
た
ら
ば
、
本
会
編
輯
部
に
宛
て
ゝ
御
通

知
を
願
ひ
た
い
。
編
輯
部
に
於
て
精
査
し
た
上
で
、
未
採
集
の
も
の
は
全
集

に
加
へ
、
貴
名
を
こ
の
月
報
上
に
報
告
し
て
感
謝
の
微
意
を
表
し
た
い
と
思

ふＬ
」
と
あ
り
、
編
輯
部
か
ら
読
者
へ
向
け
て
資
料
の
提
供
が
呼
び
か
け
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
注
目
し
た
い
の
は
翌
月
発
行
の
月
報
第
二
号
で
あ
る
。

　

普
及
版
刊
行
の
事
発
表
せ
ら
る
ゝ
や
、（
中
略
）
各
地
の
読
者
か
ら

は
、
編
輯
部
に
向
け
て
編
輯
の
注
意
及
び
希
望
、
前
版
の
誤
植
、
佚
文

の
報
告
等
が
殺
到
し
て
、
編
輯
部
で
は
そ
の
熱
心
に
刺
激
せ
ら
れ
、
頗

る
緊
張
し
て
仕
事
に
従
つ
て
居
る
。
左
に
そ
の
二
三
の
要
点
を
掲
げ

て
、
聊
か
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

一�

、
北
海
道
旭
川
の
弁
護
士
山
崎
有
信
氏
は
能
久
王
事
蹟
の
誤
植

そ
の
他
を
指
摘
せ
ら
れ
た
。

二�

、
長
野
の
国
見
米
太
郎
氏
は
歌
日
記
そ
の
他
に
就
き
て
示
教
さ

れ
た
。

三�

、
小
倉
の
田
上
耕
作
氏
は
小
倉
在
住
時
代
の
著
作
に
就
き
て
注

意
さ
れ
た
。

四�

、
調
布
の
笹
島
重
勝
氏
は
「
陣
中
三
人
記
」
の
出
た
雑
誌
新
青

年
の
借
用
を
快
諾
さ
れ
たＭ
。

「
三
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
佚
文
の
報
告
等
」
を
し
た
人
物
の
中

に
田
上
耕
作
の
名
前
が
あ
る
の
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
に
お

い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
田
上
耕
作
と
い
う
実
在
の
人
物
を

モ
デ
ル
に
し
た
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な

事
実
だ
ろ
う
。
田
上
耕
作
は
刊
行
会
普
及
版
全
集
の
編
纂
に
協
力
し
た
「
読

者
」
の
一
員
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
資
料
収
集
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
森
潤
三
郎
や

鈴
木
春
浦
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
全
集
と
い
う
書
物
が
編

纂
委
員
と
読
者
た
ち
と
の
協
働
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
一
端
は
「
読
者
諸
君
と
全
集
刊
行
会
と
の
意
志
を
疎
通
せ
し
む
る
機

関Ｎ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
月
報
上
の
文
章
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
編
輯
部
か
ら
読
者
へ
次
の
よ
う
な
依
頼
が
な
さ
れ
る
。「
鷗
外

先
生
の
翻
訳
小
説
中
、
前
版
全
集
に
入
ら
な
か
つ
た
分
で
、
今
度
普
及
版
の

第
十
三
巻
に
収
む
べ
き
露
国
作
者
の
（
中
略
）
初
出
が
ま
だ
分
ら
ぬ
。
読
者

諸
賢
の
中
で
御
承
知
の
方
が
あ
つ
た
ら
、
至
急
当
部
に
御
知
ら
せ
を
願
ひ
ま



〔　　〕65

すＯ
」。

　

す
る
と
、「
月
報
第
八
号
の
本
欄
に
掲
げ
て
示
教
を
求
め
た
露
国
小
説
翻

訳
の
初
出
の
う
ち
、
／
鰐　

笑　

フ
ロ
ル
ス
と
賊
と　

馬
丁
／
の
四
篇
は
、

大
阪
の
船
越
政
一
郎
氏
か
ら
詳
し
く
通
知
さ
れ
た
、
此
処
に
そ
の
好
意
を
深

謝
し
そ
の
他
の
分
も
諸
賢
の
報
告
を
得
ん
こ
と
を
希
つ
て
置
くＰ
」
と
い
っ
た

よ
う
に
、
読
者
か
ら
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
文
以
外
の
「
全
集
」
の
構
成
要
素
で
あ
る
月
報
と
い
う
場

を
通
し
て
編
輯
部
と
読
者
と
の
双
方
向
的
な
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
う
し
た
交
渉
を
経
て
刊
行
会
普
及
版
全
集
が
編
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
見

逃
せ
な
い
。
田
上
耕
作
も
そ
の
内
に
含
ま
れ
る
「
読
者
」
た
ち
は
、
決
し
て

全
集
と
い
う
書
物
を
受
け
取
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
読
者
」
の
代
表
格
と
し
て
は
、
先
に
引
用
し
た
月
報
に
も
登

場
す
る
「
大
阪
の
船
越
政
一
郎
氏
」
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。「
計
画
の
当

初
に
於
て
材
料
の
蒐
集
に
重
き
を
置
か
な
か
つ
た
こ
と
は
、
や
は
り
大
間
違

ひ
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
に
我
我
は
大
苦
し
み
を
し
て
ゐ
る
。
潤
三
郎
さ
ん
や

鈴
木
春
浦
君
は
各
所
の
図
書
館
へ
日
参
し
て
居
ら
れ
る
。
大
阪
の
船
越
さ
ん

の
よ
う
な
特
志
の
方
が
現
は
れ
て
そ
れ
を
遙
に
援
助
せ
ら
れ
る
の
み
か
、
時

時
出
京
せ
ら
れ
て
は
打
合
さ
へ
せ
ら
れ
る
必
要
が
起
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

新
ら
し
い
材
料
が
そ
めマ
マ

為
め
に
跡
か
ら
跡
か
ら
発
見
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
各

受
持
の
編
輯
者
の
手
元
に
送
ら
れ
て
排
列
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
鷗
外
全
集
編

輯
の
か
ら
く
り
で
あ
るＱ
」。
こ
の
平
野
万
里
の
証
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

船
越
は
編
纂
作
業
に
か
な
り
深
く
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

編
纂
委
員
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
他
に
も
、
与
謝
野
寛
が
「「
鷗
外
全
集
」
の
十
八
巻
ま
で
を
完
成
す

る
に
就
い
て
、
先
生
の
御
交
友
間
、
其
他
先
生
を
敬
慕
せ
ら
れ
る
読
書
家
諸

君
よ
り
、
多
大
の
御
援
助
を
受
け
た
。
大
坂
の
船
越
政
一
郎
先
生
、
伊
勢
の

岩
田
準
一
郎マ
マ

氏
の
如
き
は
、
旧
時
の
刊
行
に
し
て
希
覯
に
属
す
る
単
行
本
及

び
雑
誌
よ
り
先
生
の
遺
篇
を
見
附
け
て
送
ら
れ
、
ま
た
著
作
の
年
月
、
所
載

の
刊
行
物
名
等
を
報
道
せ
ら
れ
る
こ
と
屡
で
あ
つ
たＲ
」
と
「
読
書
家
諸
君
」

の
存
在
に
も
触
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
小
島
政
二
郎
は
船
越
政
一
郎
に
対
す
る
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
。

「
大
阪
の
船
越
政
一
郎
氏
が
あ
る
。
こ
の
人
は
、
私
の
知
れ
る
限
り
に
於
て

は
我
国
第
一
の
鷗
外
学
者
で
あ
ら
う
。
先
生
の
著
書
な
ら
殆
な
ん
で
も
持
つ

て
ゐ
る
。
未
定
稿
な
が
ら
先
生
の
著
作
目
録
を
作
つ
て
持
つ
て
ゐ
る
（
中
略
）

氏
（
引
用
者
注
─
船
越
政
一
郎
）
の
好
意
と
助
力
と
提
供
と
を
得
て
、「
鷗
外
全

集
」
─
─
さ
う
云
つ
て
悪
け
れ
ば
、
少
く
と
も
私
の
受
持
つ
て
ゐ
る
分
だ
け

は
、
最
後
の
仕
上
げ
を
な
す
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
思
ふＳ
」。
こ
の
言
葉
か

ら
は
船
越
政
一
郎
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

　

刊
行
会
普
及
版
全
集
は
「
各
地
の
読
者
」
た
ち
の
助
力
な
く
し
て
は
成
立

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
田
上
耕
作
も
ま
た
こ
の
全
集
の
編
纂
に

寄
与
し
た
「
読
者
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。『
鷗
外
全
集
』
は
名
前
の
残
る
編

纂
委
員
以
外
、
す
な
わ
ち
「
無
名
」
の
「
読
者
」
た
ち
の
協
力
を
得
て
誕
生

し
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
人
々
の
一
人
で
あ
る
田
上
耕
作
の
姿
を
え
が
く

「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
は
、「
無
名
」
の
「
読
者
」
の
姿
を
浮
か
び
あ
が

ら
せ
る
試
み
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　『
鷗
外
全
集
』
と
「
無
名
」
の
人
々

　
「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
に
お
い
て
、「
田
上
耕
作
」
の
鷗
外
と
の
出
会
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い
は
「
耕
作
の
中
学
時
代
か
ら
の
友
人
」
で
あ
り
、「
文
学
青
年
で
、
こ
の

地
方
の
商
事
会
社
に
勤
め
乍
ら
、
詩
な
ど
書
い
て
い
た
」
と
い
う
「
江
南
」

が
き
っ
か
け
と
な
る
。「
一
冊
の
小
説
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
た
鷗
外
「
独

身
」
が
「
田
上
耕
作
」
の
「
心
を
打
」
つ
。
そ
し
て
、「
伝
便
の
講
釈
が
つ

い
長
く
な
つ
た
。
小
倉
の
雪
の
夜
に
、
戸
の
外
の
静
か
な
時
、
そ
の
伝
便
の

鈴
の
音
が
ち
り
ん
、
ち
り
ん
、
ち
り
ん
、
ち
り
ん
と
急
調
に
聞
え
る
の
で
あ

る
」
と
い
っ
た
「
独
身
」
の
「
一
節
」
が
引
用
さ
れ
た
後
に
続
く
の
は
、「
耕

作
は
幼
時
の
追
憶
が
蘇
つ
た
。
で
ん
び
ん
や
の
じ
い
さ
ん
や
女
の
児
の
こ
と

が
目
の
前
に
浮
ん
だ
」
と
い
う
「
田
上
耕
作
」
の
記
憶
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
、
鷗
外
の
小
説
か
ら
「
田
上
耕
作
」
が
ま
ず
想
起
す
る
の
は
「
で

ん
び
ん
や
の
じ
い
さ
ん
や
女
の
児
の
こ
と
」
で
あ
り
、
一
つ
の
「
鷗
外
」
像

を
形
づ
く
る
方
向
へ
と
収
斂
し
て
い
く
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、「
田
上
耕

作
」
の
関
心
は
岩
波
版
第
一
次
全
集
を
起
点
に
し
つ
つ
も
「
無
名
」
の
人
々

へ
と
拡
散
し
て
い
く
よ
う
な
あ
り
か
た
を
示
し
て
い
く
の
だ
。

　

た
だ
、
実
際
に
岩
波
版
第
一
次
全
集
の
月
報
を
見
て
い
く
と
、
刊
行
会
普

及
版
全
集
で
強
調
さ
れ
て
い
た
「
無
名
」
の
読
者
た
ち
と
の
協
力
関
係
は
後

景
に
退
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
変
化
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

が
、
最
初
の
月
報
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
諸
家
の
鷗
外
観Ｔ
」

と
い
う
企
画
で
あ
る
。

　

小
説
家
に
限
ら
ず
、
様
々
な
領
域
の
著
名
人
計
九
十
三
人
の
「
鷗
外
観
」

が
披
露
さ
れ
る
こ
の
企
画
の
ね
ら
い
は
、「
有
名
」
な
人
々
の
賛
辞
を
得
て

「
真
に
日
本
的
に
し
て
世
界
的
大
さ
を
有
す
る
唯
一
の
文
学
者Ｕ
」
と
し
て
の

鷗
外
像
を
強
化
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、「
多
く
を
読
ん
で
居
り
ま

せ
ん
」（
江
戸
川
乱
歩Ｖ
）、「
私
の
趣
味
に
合
ひ
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
読
み
ま
せ

ん
」（
青
木
正
兒Ｗ
）
と
い
っ
た
言
葉
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
鷗
外
に
関
す
る

知
見
よ
り
も
書
き
手
が
「
有
名
」
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
岩
波
版
第
一
次
全
集
に
も
鷗
外
へ
の
情
熱
を
も
つ
「
無
名
」
の

「
読
者
」
た
ち
は
間
違
い
な
く
存
在
し
たＸ
。
そ
し
て
、
こ
の
全
集
の
刊
行
時

期
と
も
重
な
る
昭
和
十
三
年
に
『
森
鷗
外
居
住
の
趾
』
の
標
木
を
小
倉
に
建

て
たＹ
実
在
の
田
上
耕
作
も
お
そ
ら
く
そ
の
一
人
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
は
、
岩
波
版
第
一
次
全
集
を
読
む
「
田
上
耕
作
」

を
え
が
き
、
全
集
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
て
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
っ
た

「
無
名
」
の
「
読
者
」
の
存
在
を
再
び
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
の
だ
。
こ
の
小

説
が
前
景
化
す
る
の
は
、「
有
名
」
な
人
々
の
言
葉
を
通
し
て
つ
く
ら
れ
る

鷗
外
像
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
田
上
耕
作
」
を
中
心
と
し
た
「
無
名
」
の

人
々
の
姿
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
が
、
木
下
杢
太
郎
の

名
前
の
み
が
「
Ｋ
・
Ｍ
」
と
い
う
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
の
発
表
時
、
既
に
『
木
下
杢
太
郎
全
集
』（
岩
波

書
店　

一
九
四
八
・
七
～
一
九
五
一
・
一
〇
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
し
、
小
説
中

に
も
「
耽
美
的
な
詩
や
戯
曲
、
小
説
、
評
論
な
ど
を
多
く
書
い
て
有
名
0

0

だ
つ

た
」（
傍
点
引
用
者
）
と
え
が
か
れ
る
。「
Ｋ
も
編
纂
委
員
で
あ
る
岩
波
の
「
鷗

外
全
集
」」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
岩
波
版
第
一
次
全
集
の
編
纂
を
担
っ
た
こ

と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。「
編
纂
委
員
」
と
し
て
名
前
が
残
る
「
有
名
」
な

木
下
杢
太
郎
で
は
な
く
、「
無
名
」
の
「
田
上
耕
作
」
の
名
前
を
強
調
す
る

と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
が
「
名
前
」
へ

の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
小
説
で
も
あ
る
こ
と
だ
。
ま
ず
、
初
出
の
「
三
田
文
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学
」
版
と
芥
川
賞
受
賞
後
の
「
文
藝
春
秋
」
版
の
間
に
大
き
な
異
同
が
あ
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
詳
し
く
は
山
崎
一
穎Ｚ
が
整
理
し
て
い
る
通
り

だ
が
、
特
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
が
人
物
の
名
前
で
あ
る
。「
田
上
耕

作
」
は
初
出
に
お
い
て
「
上
田
啓
作
」
だ
っ
た
し
、「
江
南
鉄
雄
」
は
「
津
南
」、

「
白
川
慶
一
郎
」
は
「
須
川
安
之
助
」、「
玉
水
ア
キ
」
は
「
玉
水
ハ
ル
」、「
麻

生
作
男
」
は
「
麻
尾
咲
男
」
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
「
田
上
耕
作
」
の
調
査
も
ま
た
、「
無
名
」

の
人
々
の
名
前
を
探
す
も
の
で
あ
っ
た
。「
麻
生
作
男
」
と
い
う
名
前
は
次

の
よ
う
に
探
し
出
さ
れ
る
。

　

明
治
三
十
二
、
三
年
頃
の
小
倉
支
局
長
で
、
名
前
と
、
若
し
ま
だ
存

命
で
あ
れ
ば
、
そ
の
住
所
が
知
り
た
い
と
、
新
聞
社
の
総
務
課
宛
に
郵

便
で
き
ゝ
合
せ
た
。

　

こ
の
返
事
に
期
待
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
だ
つ
た
。
五
十
年
に
近

い
昔
の
一
地
方
支
局
長
の
名
を
い
ま
だ
に
新
聞
社
は
記
録
に
残
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。而
も
社
は
途
中
で
組
織
が
変
つ
て
い
る
の
だ
。（
中
略
）

　

し
か
し
、
し
ば
ら
く
経
つ
て
届
い
た
そ
の
返
事
を
み
る
と
、
奇
蹟
と

い
う
に
近
い
感
じ
だ
つ
た
。

「
調
査
の
上
、
明
治
三
十
二
年
─
─
三
十
六
年
の
小
倉
支
局
長
は
麻
生

作
男
。
現
在
、
当
県
三
瀦
郡
柳
河
町
の
寺
に
居
住
の
由
な
る
も
、
寺
名

不
詳
。」

麻
生
作
男
も
岩
波
版
第
二
次
全
集
の
月
報
に
「
小
倉
の
森
先
生ａ
」
と
い
う
文

章
を
寄
せ
て
い
る
実
在
の
人
物
で
あ
る
。
大
塚
美
保
が
「
耕
作
の
〈
採
集
記

録
〉
の
間
か
ら
立
ち
上
っ
て
く
る
の
は
、
発
見
さ
れ
た
『
小
倉
日
記
』
か
ら

は
決
し
て
得
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
情
報
の
数
々
で
あ
るｂ
」
と
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、「
田
上
耕
作
」
の
調
査
は
「「
小
倉
日
記
」
の
空
白
を
埋
め
る
」
だ

け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
無
名
の
人
々
の
名
前
を
集
め
て
い
く
こ
の
調
査
は

小
倉
時
代
の
鷗
外
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
発
見
す
る
こ
と

が
「
殆
ど
不
可
能
」
な
「
無
名
」
の
人
々
の
「
名
前
」
を
「
奇
蹟
」
的
に
見

つ
け
出
し
て
い
く
の
だ
。「
全
集
」
と
い
う
形
で
決
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
人
々
の
姿
を
も
同
時
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
存

在
す
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
「
魚
板
」
も
、「
田
上
耕
作
」
に
と
っ
て
は
人
々
の

記
憶
を
呼
び
起
こ
す
た
め
の
「
痕
跡
」
と
な
る
。

魚
板
は
古
く
て
黒
く
な
つ
て
い
た
。
寄
進
者
の
名
は
探
し
て
や
つ
と
判

読
出
来
る
程
で
あ
る
。
が
、
そ
の
名
前
を
見
て
耕
作
は
息
を
詰
め
た
。

寄
進玉

水
俊
虠　

森
林
太
郎　

二
階
堂
行
文　

柴
田
董
之　

安
廣
伊

三
郎　

上
川
正
一　

戸
上
駒
之
助

　

思
い
が
け
な
い
発
見
に
耕
作
は
よ
ろ
こ
び
、
手
帳
に
書
写
し
た
。
こ

れ
は
重
要
な
手
が
か
り
だ
つ
た
。

こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
名
前
か
ら
調
査
が
進
み
、「
二
階
堂
は
門
司
新
報

の
主
筆
で
す
。
柴
田
は
開
業
医
、
安
廣
は
薬
種
屋
、
上
川
は
小
倉
裁
判
所
の

判
事
、
戸
上
は
市
立
病
院
長
で
す
」
と
、
じ
ょ
じ
ょ
に
人
々
の
姿
が
立
ち
あ

が
っ
て
い
く
。
先
述
の
通
り
、
こ
の
調
査
の
起
点
に
は
岩
波
版
第
一
次
全
集

が
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
鷗
外
だ
け
で
は
な
く
、「
無
名
」
の
人
々
の
姿
を
読
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み
取
る
こ
と
、
そ
れ
が
こ
の
小
説
に
一
貫
し
て
表
れ
る
『
鷗
外
全
集
』
の
読

み
方
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
岩
波
版
第
一
次
全
集
を
起
点
に
調
査
を
進
め

た
「
田
上
耕
作
」
と
、
岩
波
版
第
二
次
全
集
と
も
関
わ
り
な
が
ら
田
上
耕
作

と
い
う
人
物
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
松
本
清
張
も
ま
た
、「
無
名
」
の
人
々

の
痕
跡
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
姿
勢
に
お
い
て
重
な
り
あ
っ
て
い
る
の
だ
。

　

最
終
的
に
、「
田
上
耕
作
」
の
調
査
は
、「
そ
れ
は
風
呂
敷
包
み
に
一
杯
あ

つ
た
。
足
で
歩
い
て
蒐
め
た
彼
の
「
小
倉
日
記
」
だ
」
と
い
う
形
に
結
実
す

る
。
そ
の
一
枚
目
は
お
そ
ら
く
調
査
の
起
点
と
な
っ
た
『
鷗
外
全
集
』
に
収

め
ら
れ
た
森
於
菟
「
後
記
」
に
関
す
る
記
述
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

聞
き
取
り
に
よ
っ
て
「
麻
生
作
男
」
な
ど
、「
時
間
の
土
砂
が
、
痕
跡
を
到

る
と
こ
ろ
で
埋
め
て
い
る
」
人
々
の
姿
を
再
び
発
掘
し
た
の
で
あ
る
。「
も

早
、
鷗
外
が
小
倉
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
さ
え
こ
の
町
で
知
つ
た
者
は

稀
だ
」
と
い
う
小
倉
の
地
を
「
足
で
歩
い
て
蒐
め
た
彼
の
「
小
倉
日
記
」」

に
お
い
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
人
々
を
繋
い
だ
の
は
間
違
い
な
く
「
鷗
外
」

で
は
な
く
、「
田
上
耕
作
」
自
身
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
彼
の
「
小
倉
日
記
」」
は
こ
の
調
査
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
「
一

生
こ
れ
と
取
り
く
む
の
だ
と
決
め
た
」
と
い
う
「
田
上
耕
作
」
自
身
の
「
日

記
」
と
も
な
っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ
こ
に
は
「
彼
」
が
「
次
々
に
さ
が
し
出
」

し
、「
訪
ね
て
歩
い
」
た
多
く
の
人
々
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し

た
意
味
で
、「
田
上
耕
作
」
は
決
し
て
「
孤
独
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

「
田
上
耕
作
」
と
い
う
名
前
も
ま
た
、「
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
」
と
い
う
小

説
に
よ
っ
て
「
伝
」
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

初
出
は
「
三
田
文
学
」（
一
九
五
二
・
九
）
だ
が
、
大
幅
な
改
稿
の
後
「
文

藝
春
秋
」（
一
九
五
三
・
三
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
本
稿
で
の
引
用
は
特
に
断
り

の
な
い
限
り
「
文
藝
春
秋
」
掲
載
の
も
の
に
拠
る
。

（
２
）　

平
野
謙
「
解
説
」『
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
』（
新
潮
社　

一
九
六
五
・
六
）

（
３
）　

桑
原
武
夫
「
解
説
」『
松
本
清
張
全
集
35
』（
文
藝
春
秋　

一
九
七
二
・
七
）

（
４
）　

大
塚
美
保
「
松
本
清
張
『
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
』
─
─
〈
作
者
の
意
図
〉

を
越
え
て
─
─
」『
鷗
外
を
読
み
拓
く
』（
朝
文
社　

二
〇
〇
二
・
八
）

（
５
）　

山
崎
一
穎
「『
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
』
─
─
事
実
と
虚
構
の
交
叉
─
─
」『
森

鷗
外
論
攷
』（
お
う
ふ
う　

二
〇
〇
六
・
一
二
）

（
６
）　

松
本
和
也
「
昭
和
一
〇
年
代
に
お
け
る
〈
森
鷗
外
〉
─
─
太
宰
治
「
女
の
決

闘
」
か
ら
／
へ
」『
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
を
考
え
る
』（
立
教
大
学
出
版
会　

二
〇
一
五
・
三
）

（
７
）　

松
本
清
張
『
両
像
・
森
鷗
外
』（
文
藝
春
秋　

一
九
九
四
・
一
一
）

（
８
）　

須
田
喜
代
次
「
浄
書
さ
れ
る
日
記
─
─
鷗
外
「
小
倉
日
記
」
考
─
─
」『
位

相　

鷗
外
森
林
太
郎
』（
双
文
社
出
版　

二
〇
一
〇
・
七
）

（
９
）　

岩
下
俊
作
「
鷗
外
先
生
と
小
倉
の
人
々
」『
鷗
外
全
集
月
報
18
』（
岩
波
書
店　

一
九
五
二
・
一
一
）

（
10
）　

松
本
清
張
『
清
張
日
記
』（
日
本
放
送
出
版
協
会　

一
九
八
四
・
一
一
）
昭

和
五
五
年
一
月
三
〇
日
の
項
。

（
11
）　

岩
下
俊
作
「
鷗
外
先
生
と
小
倉
の
人
々
」（
前
掲
注（
９
））

（
12
）　

松
本
清
張
「
私
註
「
小
倉
日
記
」
抄
」『
鷗
外
全
集
月
報
25
』（
岩
波
書
店　

一
九
五
三
・
六
）

（
13
）　

松
本
清
張
「
私
註
「
小
倉
日
記
」
抄
」（
前
掲
注（
12
））

（
14
）　

森
於
菟
「
後
記
」『
鷗
外
全
集　

著
作
篇　

第
二
十
巻
』（
岩
波
書
店　

一
九

三
七
・
五
）

（
15
）　

宗
像
和
重
「
全
集
の
本
文
」『
投
書
家
時
代
の
森
鷗
外
』（
岩
波
書
店　

二
〇

〇
四
・
七
）

（
16
）　

斎
藤
茂
吉
「
後
記
」『
鷗
外
全
集　

著
作
篇　

第
十
八
巻
』（
岩
波
書
店　

一

九
三
七
・
八
）。
な
お
、「
再
び
和
気
清
麻
呂
と
足
立
山
と
の
事
に
就
き
て
」
の

初
出
は
正
確
に
は
「
門
司
新
報
」
明
治
三
六
年
一
月
五
日
だ
が
、「
或
る
「
小
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倉
日
記
」
伝
」
中
で
は
「
明
治
三
十
五
年
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
三
田

文
学
」
版
か
ら
「
文
藝
春
秋
」
版
へ
の
改
稿
時
に
生
じ
た
誤
り
で
あ
る
。

（
17
）　

刊
行
会
版
『
鷗
外
全
集
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
、
森
富
、
阿
部
武
彦
、

渡
辺
善
雄
『
鷗
外
全
集
の
誕
生
─
─
森
潤
三
郎
あ
て
与
謝
野
寛
書
簡
群
の
研

究
』（
鷗
出
版　

二
〇
〇
八
・
五
）、
山
崎
一
穎
「
刊
行
会
版
『
鷗
外
全
集
』
編

輯
過
程
考
」（「
日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
」
二
〇
一
四
・
三
）
を
参

照
。

（
18
）　

森
潤
三
郎
「
読
者
諸
賢
に
」『
鷗
外
全
集
月
報　

第
十
六
号
』（
鷗
外
全
集
刊

行
会　

一
九
三
一
・
六
）。
な
お
、
刊
行
会
普
及
版
全
集
の
月
報
に
関
し
て
は
、

鷗
出
版
編
集
室
編
『
鷗
外
全
集
刊
行
会
版
『
鷗
外
全
集
』
資
料
集
』（
鷗
出
版　

二
〇
〇
九
・
一
〇
）
所
収
の
影
印
を
利
用
し
た
。

（
19
）　

無
署
名
「
稟
告
─
国
民
図
書
、
脱
退
─
」『
鷗
外
全
集
月
報　

第
七
号
』（
鷗

外
全
集
刊
行
会　

一
九
三
〇
・
八
）

（
20
）　

森
潤
三
郎
「
読
者
諸
賢
に
」（
前
掲
注（
18
））

（
21
）　

無
署
名
「
編
輯
部
よ
り
」『
鷗
外
全
集
月
報　

第
一
号
』（
鷗
外
全
集
刊
行
会　

一
九
二
九
・
六
）

（
22
）　

無
署
名
「
編
輯
部
よ
り
」『
鷗
外
全
集
月
報　

第
二
号
』（
鷗
外
全
集
刊
行
会　

一
九
二
九
・
七
）

（
23
）　

無
署
名
「
編
輯
部
よ
り
」（
前
掲
注（
21
））

（
24
）　

無
署
名
「
編
輯
部
よ
り
」『
鷗
外
全
集
月
報　

第
八
号
』（
鷗
外
全
集
刊
行
会　

一
九
三
〇
・
二
）

（
25
）　

無
署
名
「
編
輯
部
よ
り
」『
鷗
外
全
集
月
報　

第
十
号
』（
鷗
外
全
集
刊
行
会　

一
九
三
〇
・
一
〇
）

（
26
）　

平
野
生
「
鷗
外
全
集
を
編
輯
し
な
が
ら
」「
明
星
」
一
九
二
三
・
七

（
27
）　

与
謝
野
寛
「
鷗
外
全
集
第
十
八
巻
の
後
に
」『
鷗
外
全
集　

第
十
八
巻
』（
鷗

外
全
集
刊
行
会　

一
九
二
七
・
一
〇
）。
こ
こ
で
「
岩
田
準
一
郎
」
と
あ
る
の

は
「
岩
田
準
一
」
の
誤
り
。
森
潤
三
郎
「
霞
亭
の
書
簡
と
伝
記
増
訂
資
料
」（『
鷗

外
全
集
月
報　

第
十
四
号
』
鷗
外
全
集
刊
行
会　

一
九
三
一
・
五
）
に
「
霞
亭

と
同
国
な
る
鳥
羽
の
岩
田
準
一
氏
が
熱
心
に
調
査
さ
れ
た
資
料
を
続
々
私
の
手

元
に
送
つ
て
下
さ
つ
た
」
と
あ
り
、
岩
田
準
一
は
『
北
条
霞
亭
』
の
考
証
に
協

力
し
て
い
る
。

（
28
）　

小
嶋
政
二
郎
「
編
纂
者
の
辞
」『
鷗
外
全
集　

第
十
六
巻
』（
鷗
外
全
集
刊
行

会　

一
九
二
四
・
五
）

（
29
）　
「
諸
家
の
鷗
外
観
（
其
一
）」「
鷗
外
研
究　

臨
時
号
」（
岩
波
書
店　

一
九
三

六
・
六
）、「
諸
家
の
鷗
外
観
（
其
二
）」「
鷗
外
研
究　

第
二
号
」（
岩
波
書
店　

一
九
三
六
・
七
）、「
諸
家
の
鷗
外
観
（
其
三
）」「
鷗
外
研
究　

第
三
号
」（
岩

波
書
店　

一
九
三
六
・
八
）、「
諸
家
の
鷗
外
観
（
其
四
）」「
鷗
外
研
究　

第
五

号
」（
岩
波
書
店　

一
九
三
六
・
一
〇
）、「
諸
家
の
鷗
外
観
（
其
五
）」「
鷗
外

研
究　

第
六
号
」（
岩
波
書
店　

一
九
三
六
・
一
一
）

（
30
）　

無
署
名
「
新
輯
定
版　

鷗
外
全
集　

著
作
篇
（
広
告
）」「
東
京
朝
日
新
聞
」

一
九
三
六
・
五
・
二
八

（
31
）　
「
諸
家
の
鷗
外
観
（
其
一
）」（
前
掲
注（
29
））

（
32
）　
「
諸
家
の
鷗
外
観
（
其
三
）」（
前
掲
注（
29
））

（
33
）　

岩
波
版
第
一
次
全
集
の
月
報
に
も
船
越
政
一
郎
、
岩
田
準
一
の
名
は
記
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、「
船
越
氏
の
先
考
政
一
郎
氏
」（
無
署
名
「
本
全
集
の
「
後
記
」

─
─
船
越
章
氏
の
非
難
に
つ
い
て
─
─
」『
鷗
外
研
究　

第
十
七
号
』
岩
波
書

店　

一
九
三
七
・
一
二
）
と
あ
り
、
船
越
政
一
郎
は
こ
の
時
既
に
亡
く
な
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
岩
田
準
一
は
「
埋
木
と
ジ
ヤ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」（『
鷗
外
研
究　

第
三
十
四
号
』
岩
波
書
店　

一
九
三
九
・
八
）
と
い
う
文
章
を
書
い
て
い
る
。

（
34
）　

森
潤
三
郎
『
鷗
外
森
林
太
郎
』（
森
北
書
店　

一
九
四
二
・
四
）

（
35
）　

山
崎
一
穎
「『
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
』」（
前
掲
注（
５
））

（
36
）　

麻
生
作
男
「
小
倉
の
森
先
生
」『
鷗
外
全
集
月
報　

第
八
号
』（
岩
波
書
店　

一
九
五
二
・
一
）

（
37
）　

大
塚
美
保
「
松
本
清
張
『
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
』」（
前
掲
注（
４
））

※�
引
用
に
あ
た
り
、
旧
字
は
適
宜
新
字
に
あ
ら
た
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

※�
本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
二
〇
一
五
年
度
秋
季
大
会
（
一
二
・
五
）
で
の

口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
発
表
に
際
し
て
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
会
場

の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


